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日本代表車椅子バスケットボール選手の

性差及び韓国代表選手との国際比較 

8(73 36-9岡山大学教育学部研究集録

AとPOMSを用いて

緒言 か ら,競技 としての認識 も強まっているといえる｡
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99日本では, 1 8年の長野冬季パラリンピック以降,

日本国内において障害者スポーツに対する関心は高

くなってきている｡ 特に障害者スポーツの中でも,

車椅子バスケットボールは取 り組みやす く,人気の

高い種 目である｡

さらに,最近では単なる障害者スポーツとしてだ

けでなく競技志向の高いスポーツとして認識され始

めている｡

693年,第一回世界身体障害者競技大会がオー1

ス トラリアで開催され,翌年には東京でパラリンピ

ックが開催された｡パラリンピック委員会は選手が

アスリー トとして卓越 した競技者の域に達すること

を支援することを目的としている｡ さらに,パラリ

ンピック大会初期には心身の機能のリハビリテーシ

ョンに重 きが置かれたが,現在ではオリンピックと

同じ方向の目的を掲げているとも述べている 1)こと
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)

ttaeseofModS

COMS)と心理的競技能力診断検査 DI A;3

o

P(

liP fro車椅子バスケットボールに関しては,競技者の最 心理状態を検討するために 

取状況 6',食生活7'外傷 ･障害発生 8'等,主 として を実施 した｡ 

身体機能に関る側面からの検討が報告 されている｡

P(大酸素摂取量 2),骨密度 3) 4',動作解析 5',栄養摂

)3.P ModS s(OMSPttaeofolei
fro
また,車椅子バスケットボール選手の心理面に関す

Mc によって開発された質問紙法を用

て心理状態を検討 し, 競技者の精神的健康 との関係 2)1' (いた1 3｡この質問紙は 6つの因子 緊張,抑うつ,

が報告 されている9)｡ 内田らは,心理的競技能力 怒 り,活動性,疲労,情緒混乱)の下位項 目である 

N iaる研究では eofModS s(Pttaeol丘Pro OMS)を用い retalll'

56DI A)を測定 し,スポーツ経験年数,スポーツ の形容詞か ら構成 されている｡

実施理由,受傷時期が,車椅子選手の心理的競技能 以下の通 りである｡ 

CP( 尺度に関 しては

力の関連因子であることを報告 したが 1,この研究

では,一般の男性競技者のみを対象としてお り,女 (2) 抑 うつ…哀しみ,淋 しさ,孤独感などのレベ

性 も含めたより広い対象,競技 レベルの高い対象- ルを測る｡ 

の検討が必要であることが指摘 されている｡ また, (3) 怒 り…他人に向かう怒 りや敵意のレベルを測

'0 (1) 緊張…緊張や不安のレベルを測る｡ 

心理的競技能力 DI A)と心理状態の関係が検討

されていないことか ら,心理的競技能力 DI A)CP(

CP( る｡ 

(4) 活動性…元気,活動力のレベルを測る｡ 

と MSを共に測定することが必要であると考えら

れる｡

po (5) 疲労…疲れ,不活劫,生気なさのレベルを測

る｡ 

そこで本研究では,日本代表車椅子バスケットボ (6) 情緒混乱…情緒の混乱 した状態や焦 り,うろ

ール競技者男女さらに,韓国代表車椅子バスケット たえなどのレベルを測る｡ 

ボール選手を対象に心理的競技能力 と心理状態を明

らかにし,競技特性を把握することを目的とした｡ )3CP(4.心理的競技能力診断検査 DI A;

(樵) トーヨーフィジカル発行の心理的競技能力

ll 方法 4診断検査用紙を用いた 1)15

1.研究対象 りである｡ 

年度に選出された日本男

'16'｡質問内容は以下の通

6対象は平成 15または 1 (1) 競技意欲を高める能力 (競技意欲) 

1子代表車椅子バスケットボール選手 1名, 日本女

子代表車椅子バスケットボール選手 9名,韓国男子 ④勝利意欲 

(彰忍耐力(参闘争心③ 自己実現

6代表車椅子バスケットボール選手 1名 とした｡身

体的特徴 ,障害歴については表 1に示 した｡ 集中) 

(丑自己コントロール② リラックス

表 1.日本代表選手及び韓国代表選手の身体的特徴 ③集中力 

日本男子代表 日本女子代表 韓国男子代表 (3) 自信を高める能力 (自信)

(2) 精神を安定 ･集中させる能力 (精神の安定 ･

11 9 16 
288.±42. 289.±45. 290.±42. 
1760.±53. *1543.±81. 1730.±71. 

n(名)

年齢 (読)
① 自信(彰決断力 

(4) 作戦を高める能力 (作戦能力)

)

c

kg

身長 (m)

体重 (
①予測力(彰判断力 

32.09.7 ±1 78.±03.*5 61.83.6 ±1
(5) 協調性の能力 (協調性)

92.±92.137. 
44. 

±

±

ll6.

97.

09.22.1 ±1障害年齢 (午)

競技年齢 (午) 72. 
005.

76.

*P<

±39.±87.
5.倫理的配慮

対象者には以下の点についてインフォーム ドコン

2.アンケー ト調査 セント (同意書)を得た｡ 

65アンケー トは平成 1年度～1年度に日本国内で

行われた試合会場等での直接聞き取 り調査 とアンケ 性の保証,また,不必要な質問を行わない等,

ー ト依頼を行った｡事前にチームの代表者にアンケ プライバシーに関する基本的な事は特に留意 し

ー トの主旨を十分理解 してもらい同意を得た上で実 た｡ 

施 した｡アンケー ト項目は,基礎的調査項目として (2) 調査日的 ･内容の明確化

性別,年齢,身長,体重,障害名,障害部位,障害 調査においては,調査 目的を明確化 し誤解の

年齢,所属チーム名,競技歴,ポジション,さらに 無いようにする｡ また,調査 目的に賛同できな 
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日本代表車椅子バスケットボール選手の性差及び韓国代表選手との国際比較

いものに対しては,無理に調査を行わないこと ,S)n..819.

とした｡ 3.日本代表選手のPOMSから見た性差 

) 障害の程度,種類に応 じた調査(3 (図 2)

障害の程度,種類によってそれ相応の対応を 男子代表選手 (n-ll) と女子代表選手 (n-9)

し,障害を十分理解した上での言葉遣いや態度 の POMS尺度の各下位因子の得点を比較 したとこ

などを含め,調査にあたる際に配慮 した｡ ろ,全ての項目で有意な差は認められなかった ts(

6.統計処理 0

8 

2

1 

POMS)

の下位因子得点について,男女及び日韓の得点の比

較をt検定によって検討した｡F検定による等分散

の検定を行い,等分散が認められない場合にはウェ

(心理的競技能力 DIPCA),心理状態( 6 
4

2

0

8 

6 
4

2

0 

1 
1

1

1 

ルチの検定による自由度の修正を行った｡ S.∩ .

び障害年齢,競技歴の比較を表 1に示 した｡統計処

) =

怒り 活動性緊張 抑うつ 疲労 情緒混乱

□ 男子結果=
『女子

.身体特性,障害年齢,競技歴の比較1
図2.日本代表選手のPOMSからみた性差 

日本代表選手と韓国代表選手との身体的特徴およ

(18理の結果,全ての項目 (身長,体重,障害年齢,読 S)4n,..08.
6-,
03. ｡ 

4.日韓代表選手の心理的競技能力の比較 

代表選手と女子代表選手とを比較したところ,身長, 日本男子代表選手 (n-ll)と韓国男子代表選手 

(図 3)技歴)において差が認められなかった｡また,男子

16)の DIPCA尺度の各下位因子得点を比較 し体重において有意差が認められた｡しかし,障害年	 (n-
齢,競技歴については差が認められなかった｡	 たところ,忍耐力,闘争心,自己実現,自己コント

ロール,集中力,自信,決断力,予測力,判断力,

2. 日本代表選手の心理的競技能力か ら見た性差 協調性 では有意 な差が認め られた (忍耐力 :£ 

(図 1) p222.5(2)- ,

自己実現 :t

031.5250<. 周 争心 :i ( )- 50<. ,p

50<.

,

,自己コントロー男子代表選手 n-ll) と女子代表選手( (n-9) p726.2(2' )- ,

の DI A尺度の各下位因子得点を比較 したところ,

自己実現 と自信で有意な差が認められた (自己実

CP 230.52ル :i ( )- ,p

p

953.52

p622.

50<.

5250<.

,集中力 :i ( )- , 

,自信 :i( )- , 50<. ,決断力 :i 

p224.現 :i( )-	 )- ,18

一方,その他の項目では有意な差は認めら

1850<.9p,24. ,自信 :i( 5(2) - 525
0<.
9p,27. ,予測力 :i ( ) - 50<.7p,20. ,

)｡50<.

2

p727.52

p4.

判断力 :i ( )- ,


4 4,


意な差は認められなかった (勝利意欲 :t (


50<. , 12協調性 :t'( )-

Sn..

Sn..812.
=
)
18 , ,闘争心 :i 

, ,自Sn..011.

れなかった(忍耐力 :i (

)= , ,

)｡50<. 一方,勝利意欲とリラックスでは有

)58(1 )18勝利意欲 :£ ( 611.= =

8

Sn..

12=.)18

011.18

∩S..905.

己コントロール :i ( ) = ,

～( )= , ,集中力 :f(

,リラックス :
一 一 日本 

Sn..

'

, ,決

= , 

協調性 :t ) 

)18

18

Sn..

断力 :i (

,判断力 :i(

忍耐力	 ~~◆~一韓国 

Sn..218. , , )18予測力 :i ( 311.

Sn..919.18

=

) = , , (9

性男
性女

=

二手-
一一 
=
◆一一忍耐力

★
★


自 0.★P<0 5
図 1.日本代表選手の心理的競技能力から見た性差 図 3.日韓国代表選手のDIPCAの比較 
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0.4nS, 2) =.0nS)7,..リラックス : i (5 18,..

5.日韓代表選手の POMSの比較 (図 4)

日本男子代表選手 (-l
n l)と韓国男子代表選手 

(n-16)の POMS尺度の各下位因子の得点を比較

したところ,｢怒 り｣の項 目で有意な差が認められ 

(i(5 22, .5,日本代表選手が韓国代表2) -.7p < 0)

選手より ｢怒 り｣に関して有意に低値であったこと

が示された｡その他の項目では有意な差は認められ

なかった (s2) =.5- 15,..t(5 08 .8nS) ｡

緊張 抑うつ 怒り 活動性 疲労 情緒混乱 

★P<.5
00

図 4.日韓代表選手の POMSの比較 

l 考察V

本研究では,日本及び韓国代表クラスの車いすバ

スケットボール選手を対象とし,心理的競技能力と

心理状態の比較をおこなった｡その結果,日本と韓

国との間には,心理特性の違いが認められたが,冒

本代表選手において男女差は認められなかった｡ま

た,日本代表選手と韓国代表選手の障害歴,競技歴

については,有意差は認め られなかった (表 1)｡

心理的競技能力 (DIPCA)を測定 し,スポーツ経験

年数 (競技歴),受傷時期 (障害歴)が車椅子選手

の心理的競技能力の関連因子であると報告 している 

10'｡本研究では,心理的競技能力の関連因子である

障害歴,競技歴を同条件にした調査であるといえる｡

そのため,身体障害者特有の障害受容期間も同じで

あると推察できる｡ 加えて,年齢 ,身長,体重につ

いてもほぼ同様であった｡

心理的競技能力 (DIPCA)の各下位因子を日本代

表選手と韓国代表選手とで比較 したところ,忍耐力,

闘争心,自己実現意欲,自己コントロール能力,集

中力,自信,汰断力,予測力,判断力で有意に日本

代表選手が高値であるという結果が得 られた (図 3)｡

この結果は,実際の競技 レベルを反映 したものであ

ると考えられる｡ 日本では 1960年に厚生省からス

トークマンデビル病院国立脊髄損傷センターに派遣

された中村裕博士によって紹介されたのが最初であ

った｡一方韓国では 1984年に初めて車椅子バスケ

ットボールが紹介されている｡ 日 ･韓の普及に関す

る20年の開きが競技成績に反映されていることは

予想されるが,今回の調査では,心理的競技能力に

おいても影響が見 られることが示唆された｡また日

本人代表選手と韓国人代表選手の POMS因子の結果

では,日本人代表選手は活動性のみ高 くその他は低

い得点パターンを示 し,韓国代表選手は活動性 と怒

りが高 く,その他は低い得点パターンを示 した｡両

群の得点を比較 したところ,怒 り因子のみ有意差が

認められた (図 4) 日本代表選手が示 したような｡

得点パターンを ｢氷山型｣と呼び,良好な気分状態

を示す結果と評価 していることから,日本代表選手

の心理状態は良好な状態であったといえる1 7'｡一方,

韓国代表選手は日本代表選手と比較 して怒 り得点が

高いことからも,氷山型の得点パターンを示 してい

るとはいえず,良好な状態にあったとはいえない結

果となった｡日本人,中国人,韓国人の競技者に対

して心理特性を検討したところ,差が認められなか

ったと報告 している1 8)｡本研究で,このような結果

が得 られたのは, POMS得点を評定する際の心理状

態が直近の試合の勝敗の影響を受けていた可能性が

考えられる｡

日本代表選手における男女の比較では, DIPCA

では自己実現 と自信で男性の得点が有意に高 く,そ

の他 の 因子 で差 が認 め られ なか った (図 1)｡ 

POMSでは男女ともに活動性のみ高い値の氷山型の

得点パターンを示 し,性別による差は認められなか

った (図 2) したがって,日本人代表選手におい｡

ては,心理状態に性差はなく,良好な心理状態であ

ったことが明らかになった｡

一方,徳永らは性差によって競技能力,自信,作

戦能力が有意に異なることを報告 している1 9)｡本研

究とは異なった結果となっているが,その原因とし

て,本研究では徳永らとは競技水準が異なる日本代

表水準の選手を対象としたことから能力的な差が認

められなくなったことが考えられる｡ 今後は,対象

とする種 目数を増やし検討する必要がある｡ 

∨ まとめ

本研究では,全 日本男女代表車椅子バスケット競

技者の心理的競技能力と心理状態及び日本男子代表

選手と韓国男子代表選手との比較を行ったところ,

以下の知見が得 られた｡ 

1)日本代表選手における男女の心理状態比較にお

いて,性差は認められなかった｡ 

2)DIPCAの結果か ら, 日本男子代表選手 と韓国

男子代表選手では忍耐力,闘争心,自己実現,自

己コントロール,集中力,自信,決断力,予測力, 

- 62I 



日本代表車椅子バスケットボール選手の性差及び韓国代表選手との国際比較

判断力,協調性で有意な差が認められた｡この結

果は実際の競技結果を反映しているものと推察さ
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